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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

登
別
商
工
会
議
所
役
員

及
び
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
す
が
す
が
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
、

本
市
の
地
域
経
済
の
振
興

に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
平
昌
冬

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
商
工

会
議
所
の
諸
事
業
に
対
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
、
我
が
国

は
、
台
風
や
大
雨
、
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
に
相
次

い
で
見
舞
わ
れ
、
全
国
各

地
で
大
き
な
被
害
を
蒙
り

ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
復
旧

・
復
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
多
く
の
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
日
本
代
表
選
手
団

が
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
中

に
歓
声
と
感
動
が
あ
ふ
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
、
北
海
道
に
ゆ
か
り

の
あ
る
選
手
が
発
揮
さ
れ

た
闘
志
や
ひ
た
む
き
さ
は
、

本
道
に
住
む
我
々
に
熱
い

感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、

震
度
七
を
観
測
し
た
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
は
、
そ

の
後
に
発
生
し
た
全
道
的

な
停
電
と
と
も
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
東
胆
振
地
域

で
は
、
未
だ
災
害
の
爪
あ

と
が
残
り
復
旧
・
復
興
へ

の
取
り
組
み
も
道
半
ば
と

の
印
象
で
す
。

登
別
市
に
お
い
て
は
、

幸
い
地
震
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
も
の
の
商
業
・
飲
食

業
・
食
品
製
造
業
等
に
お

い
て
少
な
か
ら
ず
食
材
・

原
材
料
等
の
廃
棄
を
強
い

ら
れ
、
観
光
業
に
お
い
て

は
、
宿
泊
客
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
、
八
億
円
を

超
え
る
経
済
的
な
損
失
を

蒙
り
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
は
九
月
六

日
「
胆
振
東
部
地
震
特
別

一
方
、
九
月
に
発
生
し

た
平
成
三
十
年
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
お
い
て
は
、

地
震
と
同
時
に
全
道
的
な

停
電
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
生
活
や
経
済
、
医

療
活
動
等
が
停
滞
し
、
地

震
発
生
後
に
相
次
い
だ
宿

泊
施
設
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

よ
る
宿
泊
や
飲
食
、
土
産

物
を
含
む
観
光
消
費
に
対

す
る
被
害
は
、
観
光
産
業

を
基
幹
産
業
と
す
る
当
市

に
お
い
て
、
甚
大
な
経
済

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

に
お
き
ま
し
て
も
、
姉
妹

都
市
提
携
及
び
災
害
援
助

協
定
を
締
結
し
て
い
る
神

奈
川
県
海
老
名
市
と
宮
城

県
白
石
市
よ
り
救
援
物
資

が
届
く
な
ど
、
温
か
な
支

援
に
繋
が
り
の
大
切
さ
を

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

被
害
状
況
の
把
握
と
復
旧

支
援
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

今
回
の
災
害
に
お
い
て

は
、
登
別
を
訪
れ
る
お
客

様
、
特
に
、
地
域
の
事
情

に
不
案
内
な
海
外
か
ら
の

旅
行
者
へ
の
対
応
に
課
題

を
残
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。災

害
や
危
機
に
遭
遇
し

た
と
き
観
光
客
の
安
全
を

守
り
早
期
に
帰
宅
、
帰
国

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
は
、
観
光
事
業
者
や
自

治
体
の
重
要
な
責
務
で
あ

り
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
観
光
地

づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
と

と
も
に
安
心
・
安
全
な
観

光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

を
世
界
に
発
信
す
る
役
割

を
持
つ
「
観
光
危
機
管
理

計
画
」
の
策
定
が
急
が
れ

ま
す
。

さ
て
、
平
成
最
後
の
お

正
月
で
も
あ
る
新
し
い
年

「
亥
年
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

「
亥
年
」
は
、
現
状
の

繁
栄
や
成
長
し
て
い
る
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
に
徹

す
べ
き
年
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

感
じ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。ま

た
、
い
ち
早
く
香
港

や
台
湾
な
ど
へ
の
海
外
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
年

末
年
始
の
繁
忙
期
に
お
い

て
は
観
光
客
に
よ
る
宿
泊

予
約
が
震
災
前
の
水
準
ま

で
回
復
す
る
な
ど
、
徐
々

に
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
が
戻

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
四
月
三

十
日
に
天
皇
陛
下
の
御
退

位
及
び
、
皇
太
子
殿
下
の

御
即
位
に
伴
う
改
元
が
行

わ
れ
、
新
た
な
時
代
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
北
海

道
を
代
表
す
る
空
の
玄
関

口
で
あ
る
新
千
歳
空
港
に

お
い
て
は
、
本
道
を
訪
れ

気
持
ち
を
新
た
に
地
域

経
済
の
発
展
・
振
興
に
力

を
尽
く
し
た
い
と
意
を
強

く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
足
元

を
見
る
と
胆
振
東
部
地
震

の
影
響
に
よ
る
景
況
感
の

下
振
れ
や
市
内
企
業
に
お

け
る
人
手
不
足
、
人
口
減

少
な
ど
不
安
要
素
も
あ
り

ま
す
。

加
え
て
、
本
年
十
月
に

は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

と
と
も
に
、
新
た
な
制
度

で
あ
る
軽
減
税
率
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
需
要
の
減
衰
や
企

業
に
お
け
る
新
た
な
事
務

負
担
の
増
大
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
こ
れ
ら
地
域

経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す

様
々
な
流
れ
を
的
確
に
把

握
し
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

商
工
会
議
所
は
、
消
費

税
転
嫁
対
策
や
軽
減
税
率

対
策
事
業
を
引
き
続
き
推

し
進
め
る
と
と
も
に
、
室

蘭
税
務
署
や
北
海
道
税
理

士
会
等
と
連
携
し
て
事
業

者
の
皆
様
が
円
滑
に
納
税

事
務
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年末年始業務のご案内
平素より、登別商工会議所の事業にご協力ありがとうご
ざいます。
当所の年末年始業務は、平成30年12月29日（土）から平成
31年 １ 月 ６ 日（日）まで休業日となっておりますのでお知
らせ致します。

年 頭 御 挨 拶

る
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
国
際
線

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
施

設
の
再
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
本
年
八
月
よ
り

旅
客
取
扱
部
の
供
用
が
開

始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。当

該
整
備
に
よ
り
、
施

設
内
や
交
通
の
利
便
性
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
二

〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
開
催

や
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
白
老
町
の
民
族

共
生
象
徴
空
間
の
開
設
を

控
え
、
当
市
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
が
よ
り
一
層
、

増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

外
国
語
対
応
や
海
外
で
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の

対
応
等
、
外
国
人
旅
行
者

へ
の
受
け
入
れ
環
境
の
向

上
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
外
国
人
旅
行
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

商
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
経
済
波
及
効
果
を
よ

り
高
め
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
一
年
の

皆
様
の
ご
健
康
と
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、ふ
る
さ
と「
登

別
」
の
発
展
の
た
め
に
、

よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご

活
躍
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ

ス
の
店
舗
導
入
支
援
に
つ

い
て
は
国
の
動
向
を
見
据

え
、
モ
デ
ル
事
業
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
需
要

の
減
衰
を
防
止
す
る
た
め

の
総
合
的
な
経
済
対
策
に

つ
い
て
市
に
要
請
す
る
と

と
も
に
、
飲
食
業
の
振
興

を
目
的
と
し
た「
街
バ
ル
」

事
業
、
商
店
主
が
講
師
と

な
り
顧
客
の
獲
得
、
賑
わ

い
の
創
出
を
図
る
た
め
の

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
事
業
な
ど

に
つ
い
て
も
、
商
店
会
や

飲
食
店
組
合
等
と
連
携
し

て
引
き
続
き
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
手
人
材
確

保
に
向
け
た
新
た
な
取
組

み
と
し
て
「
若
手
人
材
確

保
に
向
け
た
会
社
説
明

会
」
を
登
別
市
成
人
祭
の

同
日
に
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
市
内
企
業
の
認
知

度
向
上
や
人
材
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

来
年
は
、
い
よ
い
よ
市

制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
本
年
は
、
来
年
の

市
制
施
行
五
十
周
年
に
向

け
た
助
走
の
年
と
な
り
ま

す
。「
登
別
市
市
制
五
十

周
年
記
念
事
業
市
民
実
行

委
員
会
」
を
中
心
に
こ
れ

か
ら
の
五
十
年
を
展
望
し
、

新
た
な
歴
史
づ
く
り
に
向

け
市
民
協
働
の
取
り
組
み

を
強
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
を
乗
り

切
る
「
都
市
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」「
持
続
可
能
で

力
強
い
産
業
活
動
」「
安

全
安
心
の
市
民
生
活
」「
子

供
達
が
夢
と
希
望
を
持
ち

健
や
か
に
世
界
に
羽
ば
た

け
る
ま
ち
」。

本
年
が
、
新
た
な
五
十

年
を
生
き
抜
く
た
め
の

「
登
別
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
を
オ
ー
ル
登
別

で
共
有
で
き
る
年
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
企
業
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
商
工
会
議
所
の

諸
活
動
に
対
し
て
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

登別商工会議所 会頭

木　村　義　恭
登別市長

小笠原　春　一
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第
二
一
五
回
常
議
員
会
を
開
催

登
別
市
へ
政
策
提
言
・
要
望
書
を
提
出

第
二
一
五
回
常
議
員
会

を
十
一
月
二
十
八
日（
水
）

に
当
商
工
会
議
所
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

役
員
十
六
名
が
出
席
し
、

木
村
会
頭
が
議
長
を
務
め

ま
し
た
。

審
議
事
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
一
号　

地
域
経
済

の
振
興
発
展
に
関
す
る
政

策
提
言
及
び
要
望
に
つ
い

て議
案
第
二
号　

第
十
六
期

登
別
商
工
会
議
所
参
与
の

委
嘱
に
つ
い
て

議
案
第
三
号　

永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
被
表
彰

者
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

登
別
商
工

会
議
所
会
員
加
入
の
承
認

　

平
成
三
十
年
十
二
月
七

日
（
金
）、
当
商
工
会
議

所
の
木
村
会
頭
、
斎
藤
・

鈴
木
両
副
会
頭
、
髙
田
専

務
理
事
ら
三
役
が
登
別
市

を
訪
問
し
、
小
笠
原
登
別

市
長
へ
「
地
域
経
済
の
振

興
発
展
に
関
す
る
政
策
提

言
及
び
要
望
」
を
提
出
し
、

概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
提
案

を
反
映
し
た
政
策
提
言
・

要
望
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

に
つ
い
て

全
て
の
議
案
は
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
提
言

Ⅰ�

．「
観
光
危
機
管
理
計

画
」
の
策
定

　

本
年
九
月
六
日
に
発
生

し
た
「
平
成
三
十
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
」
は
、

そ
の
後
発
生
し
た
全
道
的

な
停
電
と
と
も
に
登
別
観

光
に
大
き
な
課
題
を
残
し

ま
し
た
。
災
害
や
危
機
に

遭
遇
し
た
観
光
客
の
安
全

を
守
り
、
早
期
に
帰
宅
・

帰
国
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
は
、
観
光
地
や
観

光
事
業
者
の
重
要
な
責
務

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
予
め

危
機
を
想
定
し
そ
の
対
応

策
を
練
っ
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
災
害
時
、
被

災
情
報
の
正
確
な
発
信
や

適
切
な
避
難
誘
導
、
支
援

物
資
の
提
供
等
は
、
被
災

し
た
観
光
客
の
安
全
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後

の
観
光
復
興
計
画
の
基
本

と
も
な
る
も
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
が
多
い
登
別
市

に
と
っ
て
、
安
全
・
安
心

な
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
世
界
に
発

信
す
る
た
め
の
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
の
観
光
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
官

民
連
携
し
て
構
築
す
る

「
観
光
危
機
管
理
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
、
早
急

に
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
提
言
し
ま
す
。

Ⅱ�

．「
観
光
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
の
策
定

　

平
成
二
十
九
年
度
に
お

け
る
国
内
旅
行
消
費
額
は
、

日
本
人
国
内
宿
泊
消
費
額

・
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費

額
を
合
わ
せ
て
二
十
五
兆

五
千
億
円
（
出
典
：
観
光

庁
「
旅
行
・
観
光
消
費
動

向
調
査
」
平
成
二
十
九
年

年
間
値
（
確
報
））
を
記

録
し
、
特
に
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
消
費
額
は
、

四
兆
四
千
億
円
（
出
典
：

同
庁
「
訪
日
外
国
人
消
費

動
向
調
査
」
平
成
二
十
九

年
年
間
値
（
確
報
））
と

自
動
車
部
品
の
輸
出
額
を

上
回
る
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

年
間
四
百
万
人
が
訪
れ

る
観
光
地
登
別
。
こ
の
外

貨
獲
得
力
を
地
域
が
共
有

す
る
た
め
に
は
「
住
ん
で

よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
を

基
本
理
念
に
「
観
光
」
と

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
体

的
に
す
す
め
る
《
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
》
が
必

要
で
す
。

　

本
提
言
は
三
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
登
別
市
総
合

計
画
第
三
期
基
本
計
画
に

お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
「
基

本
的
な
考
え
方
」
を
具
現

化
す
る
た
め
に
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
観
光
戦
略
の

構
築
が
急
が
れ
ま
す
。

　

益
々
激
し
く
な
る
観
光

を
巡
る
都
市
間
競
争
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
、「
観
光

資
源
の
活
用
」「
観
光
産

業
の
革
新
」「
旅
行
者
の

受
入
環
境
整
備
」
等
に
加

え
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」

を
引
き
出
す
と
と
も
に
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸

成
す
る
「
観
光
地
経
営
」

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
官

民
連
携
し
て
構
築
す
る

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
、

平
成
三
十
一
年
度
を
目
途

に
鋭
意
ご
検
討
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
提
言
し
ま
す
。

要
望
事
項

一�

．
都
市
基
盤
の
整
備
・

拡
充
及
び
公
共
事
業
の

総
量
確
保

⑴�

公
共
事
業
の
総
量
確
保

と
早
期
発
注
、
年
度
内

の
計
画
的
な
執
行
【
継

続
】

⑵�

国
・
北
海
道
の
制
度
活

用
に
よ
る
事
業
財
源
の

確
保
【
継
続
】

⑶�

市
制
施
行
五
十
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
次
の
五

十
年
に
向
け
た
都
市
基

盤
の
強
靭
化
を
含
む
整

備
計
画
の
策
定
【
一
部

新
】

⑷�

市
の
補
助
制
度
活
用
事

業
に
お
け
る
市
内
企
業

活
用
の
促
進
（
下
請
け

受
注
や
資
材
納
入
等
）

【
新
】

⑸�

事
業
者
の
災
害
派
遣
時

に
お
け
る
必
要
物
資

（
燃
料
や
食
糧
等
）
の

優
先
的
な
確
保
及
び
供

給
体
制
の
構
築
【
新
】

⑹�

働
き
方
改
革
（
週
休
二

日
制
等
）
に
取
り
組
む

事
業
者
の
労
務
費
用
に

つ
い
て
公
共
事
業
の
積

算
に
適
切
に
反
映
す
る

こ
と
【
新
】

⑺�

市
道
鉱
山
札
内
線
及
び

道
道
弁
景
幌
別
線
の
整

備
促
進
【
継
続
】

二
．
地
域
経
済
振
興

⑴�

来
年
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
で
懸
念
さ
れ
る
市

内
消
費
減
衰
へ
の
総
合

的
な
対
策
【
一
部
新
】

　

①�

市
内
に
お
け
る
購
買

意
欲
喚
起
事
業
実
施

へ
の
支
援
【
新
】

　

②�
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
フ
ォ

ー
ム
券
発
行
事
業
の

実
施
や
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
構
築
及

び
実
施
へ
の
支
援

【
一
部
新
】

⑵�

街
バ
ル
及
び
ま
ち
ゼ
ミ

事
業
等
市
内
商
業
・
飲

食
業
の
活
性
化
へ
の
支

援
【
継
続
】

⑶�

テ
ナ
ン
ト
飲
食
店
に
お

け
る
水
洗
化
へ
の
支
援

【
新
】

⑷�

市
内
学
校
行
事
に
係
る

情
報
提
供
の
促
進
【
継

続
】

⑸�

市
内
に
賦
存
す
る
豊
富

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
小
水
力
発
電

事
業
な
ど
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

へ
の
支
援
【
継
続
】

⑹�

商
店
街
活
性
化
事
業
補

助
金
の
弾
力
的
運
用

【
継
続
】

⑺�

ガ
ス
、
水
道
等
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
関
連
事
業
者
の

災
害
復
旧
支
援
活
動
を

可
能
に
す
る
活
動
資
源

（
燃
料
や
食
糧
等
）
の

優
先
確
保
【
新
】

⑻�

労
働
力
不
足
を
解
消
す

る
た
め
の
取
り
組
み

【
新
】

　

①�

官
民
連
携
に
よ
る
人

材
確
保
事
業
の
展
開

三
．
観
光
振
興

⑴�

登
別
駅
前
地
区
に
お
け

る
民
間
主
体
の
市
街
地

再
開
発
事
業
へ
の
支
援

【
新
】

　

①�

市
街
地
再
開
発
事
業

の
認
定
要
件
と
さ
れ

る
「
市
街
地
総
合
再

生
計
画
」
の
策
定

　

②�

「
経
済
産
業
省　

地

域
・
ま
ち
な
か
商
業

活
性
化
支
援
事
業
」

へ
の
支
援

⑵�

新
た
な
観
光
振
興
対
策

【
一
部
新
】

　

①�

復
興
割
終
了
後
の
入

り
込
み
減
衰
対
策

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

旅
行
券
の
発
行
）

【
新
】

　

②�
新
た
な
観
光
振
興
を

目
指
し
、
地
域
全
体

の
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
一
体
的
に
担
う

Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
の
組
織
化

に
向
け
た
検
討
【
継

続
】

　

③�

地
域
資
源
の
磨
き
上

げ
と
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
担
う
人
材
育

成
（
街
先
案
内
人
の

養
成
な
ど
）【
継
続
】

⑶�

Ｆ
Ｉ
Ｔ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
旅
行
者
に
対
す
る
通

信
環
境
の
整
備
促
進

【
継
続
】

　

①�

カ
ル
ル
ス
地
区
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
及
び
無
線
通
信
環

境
の
整
備
促
進

⑷�

登
別
温
泉
街
の
整
備
促

進
と
二
次
交
通
の
拡
充

【
一
部
新
】

　

①�

極
楽
通
り
（
登
別
温

泉
中
央
通
り
）
の
抜

本
的
な
改
修
（
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
無

電
柱
化
・
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
の
撤

去
）【
新
】

　

②�

新
千
歳
空
港
か
ら
の

直
行
便
の
増
便
を
バ

ス
事
業
者
に
働
き
か

け
る
こ
と
【
新
】

　

③�

市
内
テ
ー
マ
パ
ー
ク

や
観
光
資
源
を
巡
る

観
光
周
遊
バ
ス
の
運

行
【
新
】

　

④�

ク
ッ
タ
ラ
湖
に
お
け

る
観
光
資
源
活
用
の

検
討
及
び
周
辺
施
設

の
整
備
並
び
に
周
遊

道
路
の
整
備【
継
続
】

　

⑤�

温
泉
排
熱
・
地
熱
を

活
用
し
た
ロ
ー
ド
ヒ

ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
促

進
【
継
続
】

四�

．
小
規
模
企
業
支
援
体

制
の
整
備
・
強
化

⑴�

「
中
小
企
業
相
談
事
業

補
助
金
」
の
継
続
並
び

に
交
付
要
件
の
緩
和

【
継
続
】

議員の変更のお知らせ

◇
三
号
議
員

◇
二
号
議
員

㈱
北
洋
銀
行
　
登
別
支
店

支
店
長

登
別
温
泉
ケ
ー
ブ
ル
㈱

支
配
人

安井　猛氏片桐俊次氏
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平
成
三
十
年
度

　
被
表
彰
者

勤
続
五
十
年
表
彰

◦
小
谷
内　

民
基

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

勤
続
四
十
年
表
彰

◦
佐
藤　

英
明

　
【
三
共
企
業
㈱
】

勤
続
三
十
五
年
表
彰

◦
梶
浦　

諭

　
【
三
共
企
業
㈱
】

勤
続
三
十
年
表
彰

◦
差
波　

英
則

　
【
富
士
建
設
㈱
登
別
支
店
】

◦
坂
元　

秀
行

　
【
登
別
温
泉
ケ
ー
ブ
ル
㈱

�

登
別
ク
マ
牧
場
】

勤
続
二
十
五
年
表
彰

◦
千
葉　

信
子

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

勤
続
二
十
年
表
彰

◦
斉
藤　

裕
一

　
【
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
よ
し
ま
】

◦
池
田　

ゆ
き
え

　
【
㈲
い
ず
み
亭
】

◦
武
田　

和
史

◦
平
野　

久
美

　
【
㈲
シ
ボ
レ
ー
】

◦
藤
江　

智
子

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

　

商
工
会
議
所
で
は
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
の
拡
充
を

目
的
と
し
て
、
会
員
事
業
所
に
勤
務
す
る
従
業
員
を
対

象
と
し
た
「
会
員
企
業
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
」

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
事
業
主
か
ら
推
薦
を
受
け
た
三
十
一
名

の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰

勤
続
十
五
年
表
彰

◦
加
藤　

彰
子

　
【
登
別
温
泉
ケ
ー
ブ
ル
㈱

�

登
別
ク
マ
牧
場
】

◦
木
村　

雅
之

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

勤
続
十
年
表
彰

◦
川
村　

英
津
子

　
【
㈱
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館
】

◦
浜
飯　

鎌
洋

　
【
富
士
建
設
㈱
登
別
支
店
】

◦
小
椋　

紀
栄
子

◦
川
村　

卓

◦
武
田　

聡

◦
田
崎　

聖
子

◦
松
谷　

鷹
彦

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

勤
続
五
年
表
彰

◦
岩
佐　

廉
也

　
【
富
士
建
設
㈱
登
別
支
店
】

◦
塩
月　

ひ
と
子

◦
大
日
向　

賢
治

◦
尾
崎　

和
順

　
【
北
海
道
競
馬
㈱
】

◦
長
内　

恵
美
子

◦
金
丸　

朋
美

◦
柴
垣　

正
恵

◦
根
本　

卓

◦
堀
切　

卓

◦
渡
辺　

大
介

◦
杉
本　

久
美
子

　
【
㈱
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
】

以
上　

九
事
業
所

　
　
　

三
十
一
名

登
別
商
工
会
議
所
議
員

会
は
去
る
十
一
月
十
五
日

（
木
）、
登
別
市
教
育
委

員
会
及
び
登
別
ガ
ス
協
同

組
合
の
協
力
の
も
と
、
平

成
二
十
八
年
十
二
月
に
改

築
し
た
登
別
市
立
鷲
別
小

学
校
の
視
察
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
児
童

の
安
心
で
安
全
な
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
施
設
と
共

に
、
津
波
発
生
時
に
お
け

る
周
辺
住
民
の
津
波
避
難

ビ
ル
と
し
て
の
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

こ
の
校
舎
が
備
え
る
防

災
機
能
と
し
て
、「
暖
房

日
本
商
工
会
議
所
と
会

津
若
松
商
工
会
議
所
主
催

に
よ
る
「
全
国
商
工
会
議

所
観
光
振
興
大
会
二
〇
一

八
in
会
津
若
松
」
が
十
一

月
五
日
（
月
）
か
ら
七
日

（
水
）
ま
で
会
津
若
松
市

去
る
十
月
二
十
一
日

（
日
）、
登
別
商
工
会
議

所
は
、
室
蘭
地
方
法
人
会

登
別
支
部
と
共
催
で
、
会

員
事
業
所
の
事
業
主
を
は

じ
め
、
従
業
員
や
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
た
会
員
親

睦
交
流
事
業
を
昨
年
度
に

引
き
続
き
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
壮
瞥
く
だ
も

の
狩
り
と
洞
爺
湖
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
＆
温
泉
入
浴

ツ
ア
ー
を
企
画
し
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
会
員
事
業
所

の
事
業
主
や
ご
家
族
、
従

業
員
等
三
十
九
名
が
参
加

当
商
工
会
議
所
は
、
平

成
三
十
年
十
月
十
二
日

（
金
）
か
ら
十
四
日
（
日
）

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
東

京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て
初

め
て
開
催
さ
れ
た
、
北
海

道
物
産
展
「
北
海
道
ま
る

ご
と
フ
ェ
ア
in
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
」
に
出
店
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
北
海
道

命
名
百
五
十
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
北
海
道
の
食

と
観
光
・
文
化
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
に
企

・
発
電
・
給
湯
・
調
理
」

等
に
向
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
が
容
易
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
貯
蔵
で
き
る
災
害
用
バ

ル
ク
を
設
置
し
て
お
り
、

停
電
・
災
害
時
に
は
、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
観
光
に

よ
っ
て
地
域
や
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
手
法

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

毎
年
場
所
を
変
え
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
、
全
国
か
ら

約
千
三
百
人
が
出
席
し
、

当
会
議
所
か
ら
は
木
村
会

頭
、
斎
藤
・
鈴
木
両
副
会

頭
、
事
務
局
職
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

初
日
の
五
日
（
月
）
は
、

会
津
風
雅
堂
で
全
体
会
議

が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
政

し
ま
し
た
。

一
行
は
、
オ
ロ
フ
レ
峠

を
経
由
し
岩
倉
観
光
果
樹

園
で
く
だ
も
の
狩
り
を
体

験
し
、
そ
の
後
、
洞
爺
湖

万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ

イ
ド
テ
ラ
ス
に
て
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
洞
爺
湖
の

景
色
を
一
望
で
き
る
露
天

風
呂
で
の
入
浴
や
洞
爺
湖

温
泉
街
を
散
策
す
る
な
ど
、

各
々
秋
晴
れ
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し

画
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
の
目
的
に

加
え
て
九
月
六
日
に
発
生

し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
の
復
興
支
援
事
業
と
し

て
、
首
都
圏
に
お
け
る
誘

客
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

事
業
実
施
に
際
し
、
北

海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

と
札
幌
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
り
、
道
内
各
経
済

団
体
・
関
係
団
体
に
よ
る

「
北
海
道
ま
る
ご
と
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
」
が
組
織

さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
も

実
行
委
員
会
の
一
員
と
し

て
参
画
し
ま
し
た
。

物
産
展
に
は
、
道
内
か

ら
六
十
社
・
団
体
が
出
店

し
、
当
商
工
会
議
所
は
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
、
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば

の
会
や
登
別
ブ
ラ
ン
ド
の

平
成
三
十
年
度

登
別
商
工
会
議
所
議
員
会
主
催

�

「
視
察
研
修
会
」

会
員
親
睦
交
流
事
業

壮
瞥
く
だ
も
の
狩
り
と

洞
爺
湖
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

�

＆
温
泉
入
浴
ツ
ア
ー

「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

　
　
　
二
〇
一
八
in
会
津
若
松
」
に
出
席

　
観
光
地
か
ら
感
動
地
へ
、

　
　
　
地
方
都
市
の
観
光
創
造
に
向
け
て

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

�

二
〇
一
八
in
会
津
若
松

か
っ
た
」「
満
足
だ
っ
た
」

と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

会
と
連
携
し
、
ご
当
地
グ

ル
メ
「
登
別
閻
魔
や
き
そ

ば
」
の
実
演
販
売
を
中
心

に
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

品
な
ど
の
販
売
や
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
は
四
万
三

千
人
の
来
場
者
が
あ
り
、

Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
演

や
、
当
商
工
会
議
所
が
作

成
し
た
「
元
鬼
で
す
、
登

別
市
」
の
動
画
を
会
場
内

の
モ
ニ
タ
ー
で
随
時
放
映

す
る
な
ど
、
登
別
観
光
と

食
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

る
こ
と
で
、
児
童
の
学
校

生
活
や
周
辺
住
民
の
生
活

を
守
る
機
能
を
備
え
た
道

内
で
も
極
め
て
珍
し
い
施

設
で
す
。

当
日
は
、
小
和
田
司
議

員
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

二
十
三
名
が
参
加
。
施
設

概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、

最
大
で
１
千
人
の
収
容
が

可
能
な
避
難
場
所
や
発
電

設
備
、
防
災
倉
庫
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

府
観
光
局　

浅
野
智
理
事

長
の
基
調
講
演
「
地
方
観

光
地
を
持
続
さ
せ
る
た
め

に
」
の
後
、「
都
市
部
と

地
方
観
光
地
の
共
存
が
描

く
日
本
の
未
来
」
を
題
目

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。終

了
後
は
、
あ
い
づ
総

合
体
育
館
で
全
体
交
流
会

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

六
日
（
火
）
は
会
津
若

松
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
会

津
風
雅
堂
、
ベ
ル
・
ル
ク

ス
の
市
内
三
会
場
で
五
つ

の
テ
ー
マ
別
に
分
科
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
第
十
六
回
大
会

は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
十

三
日
（
木
）
か
ら
十
五
日

（
土
）
ま
で
、
石
川
県
金

沢
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

北
海
道
ま
る
ご

と
フ
ェ
ア 

in 

サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
に
出
店

－ 3－

第１87号 1 月号な な か ま ど
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平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日
（
日
）

十
三
時
〇
〇
時
よ
り
登
別
小
学
校
で
長
年

取
り
組
ん
で
い
る「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」

に
登
別
Ｙ
Ｅ
Ｇ
部
員
が
参
加
し
体
験
・
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
の
例
会
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で

相
撲
を
体
験
し
た
事
が
な
い
部
員
や
児
童

が
土
俵
に
あ
が
り
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

木
枯
ら
し
吹
く
と
て
も
寒
い
日
で
し

た
が
、
参
加
者
は
裸
足
に
な
り
元
気
よ
く

相
撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
登
別
市
内
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
に
も
相
撲
文
化
を
案
内
し
、
日

本
の
国
技
で
あ
る
相
撲
を
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
事
業
を
組
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
登
別
商
工
会
議
所
女
性
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
」
は
昨
年

十
一
月
二
日
、
た
く
さ
ん
の
企
業
・
商
店
の
皆
様
か
ら
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
ま
た
市

民
の
皆
様
に
も
そ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
て
快
く
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め
い
た

だ
き
、
成
功
裡
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。私

た
ち
女
性
会
は
、『
出
来
る
範
囲
の
出
来
る
こ
と
』
を
常
に
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、「
鬼
祭
り
へ
の
差
し
入
れ
事
業
」
で
し
た
。
毎
年
一
月

末
に
行
わ
れ
る
「
鬼
祭
り
」。
鬼
に
扮
し
た
工
学
院
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
昼

食
夕
食
の
お
か
ず
を
作
っ
て
差
し
入
れ
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
こ
と
の
ほ
か
好
評
で
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
女
性
会
全
国
大
会
は
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
四
名
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
新
幹
線
に
感
動
し
、
わ
ん
こ
そ
ば
を
競
っ
て
食
し
、
地
元
の
女
性
会
の

方
々
や
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
有
意
義
な
交
流
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
最
も
嬉
し
か
っ
た
出
来
事
は
、
新
し
い
会
員
が
二
名
増
え
た
こ
と
で
す
。
当

会
に
新
し
い
風
が
流
れ
込
み
ま
し
た
。
ふ
た
り
と
も
四
十
代
、
に
わ
か
に
活
気
づ
き
ま

し
た
。
世
代
間
の
交
流
を
図
り
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
会
作
り
に
力
を
注
ぎ
、
さ
ら
な

る
会
員
増
加
を
図
り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
発
生
し
た
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
の
影
響
で
、
登
別
市
の
観
光

業
は
大
き
な
痛
手
を
被
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
中
央
町
ま
で
下

り
て
き
て
食
事
を
し
て
い
る
姿
も
少
し
づ
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
全
市
観
光
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
着
実
に
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。『
温
泉
の

あ
る
ま
ち
』
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
当
会
は
ま
ち
づ
く

り
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青
年
部
ひ
ろ
ば

二
〇
一
九
年 

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　

登
別
商
工
会
議
所
女
性
会　

�

会
長　

山　

本　

富
美
子

が
ぶ
り
！
地
域
の
絆
（
十
一
月
例
会
）

女
性
会 

ー
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ー

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二

十
六
日
（
土
）
鬼
や
福
の

神
に
変
装
し
た
「
元げ

ん

鬼き

ふ

り
ま
き
隊
（
豆
ま
き
隊
）」

が
、
登
別
市
内
の
保
育
所

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
や
店
舗
・
飲
食
店
、
希

望
す
る
個
人
宅
を
練
り
歩

き
、
市
民
皆
様
の
無
病
息

災
・
家
内
安
全
・
商
売
繁

盛
を
祈
願
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
登
別
・
幌
別
・
鷲
別
の

各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

　

日
程
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り

⑴�

元げ
ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
（
豆

ま
き
隊
）
の
練
り
歩
き

時
間　

十
時
よ
り
二
十

一
時
ま
で

⑵�

各
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
場
所

　

①�

登
別
地
区
／
登
別
市

婦
人
セ
ン
タ
ー

　

②�

幌
別
地
区
／
登
別
中

央
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ア
ー
ニ
ス
広

場

　

③�

鷲
別
・
若
草
地
区
／

鷲
別
公
民
館

　

※�

各
会
場
と
も
に
十
三

時
か
ら
出
陣
式
や
振

る
舞
い
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。
な
お
、

十
六
時
頃
か
ら
イ
オ

ン
登
別
店
内
で
幌
別

及
び
鷲
別
地
区
の
鬼

が
集
合
し
、
豆
ま
き

や
太
鼓
演
奏
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
十
六
時
三

十
分
頃
か
ら
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
登
別
店
に

幌
別
及
び
鷲
別
地
区

の
鬼
が
集
合
し
て
豆

ま
き
を
行
い
ま
す
。

　

④�

登
別
温
泉
地
区
／
二

月
三
日
（
日
）
に
開

催
す
る
登
別
温
泉
湯

ま
つ
り
と
同
時
に
行

い
ま
す
。

▼�

主
な
内
容
／
餅
つ
き
体

験
や
お
菓
子
や
豆
ま
き
、

ゲ
ー
ム
大
会
や
抽
選
会
、

子
供
遊
び
広
場
な
ど

◎�

個
人
の
お
宅
や
育
児
施

設
、
介
護
施
設
な
ど

「
元げ

ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
」

の
訪
問
先
を
募
集
し
ま

す
。

　
「
元げ

ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
」

が
開
催
日
（
一
月
二
十
六

日
（
土
）
の
み
）
に
、
希

望
す
る
個
人
の
お
宅
や
施

設
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

（
登
別
温
泉
地
区
を
除
く
）

　

鬼
の
訪
問
を
ご
希
望
の

方
は
、
平
成
三
十
一
年
一

月
十
五
日
（
火
）
か
ら
十

八
日
（
金
）
ま
で
に
実
行

委
員
会
事
務
局
へ
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
訪
問
で
き
る
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎�

「
元げ

ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
「
元げ

ん

鬼き

ふ
り
ま
き
隊
」

の
一
員
と
し
て
、
鬼
や
福

の
神
に
扮
し
た
り
、
カ
ネ

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
振
る
舞

い
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
な
ど
、
一
緒
に
「
鬼

ま
つ
り
」
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
各
地
区
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八

日
（
金
）
ま
で
に
実
行
委

員
会
事
務
局
へ
お
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
先
／

　

�

鬼
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
登
別
商
工
会

議
所
内
）

　

電
話
：

　
　

八
五

－

四
一
一
一
㈹

�

（
担
当　

北
原
）

二
〇
一
九
年
鬼
ま
つ
り
に
つ
い
て
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本社／室蘭市東町4丁目31番8号　☎45‒4848

輪西9条
室蘭市日の出町2-31　☎（0143）41‒1194
いしだ市民斎場

登別市桜木町1-27-1　 ☎（0143）88‒1212
登 別 斎 場

葬儀・生花・霊柩車

代表取締役　石　田　佳　久



市内経済の動き
人口（登別市住民基本台帳）

９ 月 前年同月比 10月
48,459人 ▲1.05％ 48,464人

観光客宿泊数（登別市調）
8 月 前年同月比 9月
131,064人 ▲35.55％ 66,460人

建築着工動向（登別市調）
9 月 前年同月比 10月

新築件数 ７ 件 ▲8.33％ １１件
増築件数 ０ 件 －％ １ 件

消費動向（登別商工会議所調）
８ 月 前年同月比 ９月

大型店販売額（主要 ５ 店計） 782百万円 3.10％ 764百万円

雇用動向（室蘭公共職業安定所調）
9 月 前年同月比 10月

有効求人倍率 1.53倍 0.14ポイント 1.54倍

西胆振の企業倒産動向（東京商工リサーチ室蘭支店調）
１０月 前年同月比 １１月

倒産件数 ０ 件 ▲ ２ 件 ０ 件
負債総額 ０ 万円 ▲8,700万円 0 万円

公共事業発注状況・登別市
10月（総額、主な工事と契約額）

工事名 契約額（万円）
１ 消防支署新庁舎建設（給排水衛生設備）工事 4,504
２ 消防支署新庁舎建設（電灯設備）工事 4,130
３ 防支署新庁舎建設（空調設備）工事 3,845
４ 消防支署新庁舎建設（受変電・発電機設備）工事 3,464
５ 常盤町地区汚水管渠改築更新工事その １ 1,809

9 月（総額、主な工事と契約額）
工事名 契約額（万円）

１ ３９４３外雨水管渠新設工事 10,787
２ ５０８２雨水管渠地盤改良工事 7,355
３ 若山浄化センターＯＤ ２系水路改築更新工事 2,736
４ 若草町 ２丁目排水ポンプ導水管工事 2,438
５ 登別東町 ３丁目道路整備工事 1,807

会議所の動き
行事等名

11月 21日 第7回創業スクール

23日 第13回北海道観光マスター検定試験

25日 第41回福祉住環境コーディネーター
検定試験

25日 第8回創業スクール

28日 第215回常議員会

12月 1日 登別商工会議所青年部
チャリティーパーティー

2日 第9回創業スクール

2日 第45回カラーコーディネーター検定試験

2日 第１０回創業スクール

2日 創業支援ネットワーク交流会

行事等名
4日 年末融資個別相談会

7日 登別市内金融情報交換会

9日 第44回ビジネス実務法務検定試験

28日 御用納め

1月 7日 御用始め

7日 正副会頭会議

7日 平成３１年新年交礼会

13日 若手人材確保にむけた会社説明会

26日 ２０１９年　鬼まつり

2月 10日 珠算能力検定試験

全国
　11月の全産業合計の業況ＤＩは、▲14.9と、前月から
＋2.3ポイントの改善。ただし、「悪化」から「不変」へ
の変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。産業用機械や
自動車、電子部品関連、建設業が堅調に推移した。また、
インバウンドを含む観光需要の好調な動きや、農産物に
ついて、夏以降の価格上昇に落ち着きが見られると指摘
する声も聞かれた。他方、原材料費・燃料費の上昇や深
刻な人手不足、根強い消費者の節約志向が足かせとなっ
ており、中小企業の業況改善に向けた動きには鈍さが見
られる。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲13.7（今月
比＋1.2ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不
変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。年末年
始の個人消費拡大やインバウンドを含めた観光需要拡大、
生産・設備投資の堅調な推移への期待感がうかがえる。
他方、人手不足の影響の深刻化や、原材料費・燃料費
の上昇、コスト増加分の価格転嫁遅れ、米国の保護主義
的な関税措置に端を発する貿易摩擦、消費増税の影響を
懸念する声も多く、中小企業の業況感はほぼ横ばいで推
移する見通し。

　産業別にみると、今月の業況ＤＩは前月に比べ、卸売
業、サービス業で改善、その他の 3 業種でほぼ横ばい。
各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。
【建設業】「工場などの民間工事に加え、大型の公共工事
を受注できたため、売上は増加。だが、鉄鋼を始めとす
る建設資材価格の上昇から、収益の確保には苦戦してい
る」（建築工事業）、「西日本豪雨や台風などの災害復旧
工事が増えているものの、深刻な人手不足から、受注し
きれない。人材確保を最優先目標に据えているが、具体
的な解決策を見いだせない」（一般工事業）
【製造業】「企業の設備投資意欲の高さから受注が増え、
売上は改善。だが、世界経済全体の不透明感が強まっ
ており、現在の受注量を維持できるか不安である」（金
属加工機械製造業）、「米中貿易摩擦を背景に、中国が
古紙の調達先を米国から日本に変えたことで、古紙価格
が高騰している。今夏に値上げを実施したばかりであり、
さらなる価格転嫁は難しい」（紙製品製造業）
【卸売業】「好天を背景に野菜の生産量が回復した。価格
も前年と同水準以下にまで下落し、高値で減少していた
需要も元に戻りつつある」（農産物卸売業）、「消費者の
節約志向から、冬物衣料の動きが鈍く、売上は悪化した。
廃業等により販売先が減少していることもあり、今後も
売上増は難しい」（衣料品等卸売業）
【小売業】「インバウンド需要が堅調で、売上は改善。Ｑ
Ｒコード決済など、キャッシュレス決済端末を導入した
ことも、売上増に寄与している」（化粧品等小売業）、「他
店との価格競争が厳しく、採算悪化となったほか、パー
ト・アルバイトの人手不足が深刻で、最低賃金を大幅に
上回る時給を提示しているが、応募がない」（各種商品
小売業））
【サービス業】「今月は暖かい日が多く、天候が安定して
いたため、観光客を中心に来店が増えた。高値が続いて
いた農産物価格の下落により、採算も改善した」（飲食業）、
「配送依頼は多いが、ドライバー不足から受注を絞らざ
るを得ない。燃料費の高騰が収益を圧迫しているため、
さらなる運賃改定を検討している」（運送業）

ブロック別概況・北海道
○�全産業の業況ＤＩは、前月と比べ改善。産業別にみる
と、建設業、卸売業、サービス業で改善、その他の 2
業種で悪化した。各業種から寄せられたコメントは以
下のとおり。
○�「『北海道ふっこう割』の効果等から、客数は回復し
つつある。だが、最低賃金の上昇等により、採算確保
には苦戦している」（宿泊業）、「鉄鋼などの金属材料
価格の上昇に加え、人手不足から人件費も増加してお
り、採算悪化となった」（金属製品製造業）、「ホテル
建設などの民間工事が増加しており、売上は改善。こ
れを機に従業員教育に力を入れ、生産性の向上を図る」
（電気工事業）
○�業況の先行き見通しＤＩは、全産業では今月と比べ改
善の見込み。産業別にみると、サービス業で悪化、そ
の他の 4業種で改善の見込み。

商工会議所LOBO
（早期景気観測）
2018年11月調査結果

商工会議所
LOBO調査とは？

調査期間：2018年11月14日～20日
調査対象：�全国の423商工会議所が３７２７企業に

ヒアリング

登別の主要経済指標
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温 泉 供 給 業
不動産賃貸業 登別温泉株式会社

本 社　登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2235　FAX84-2236

さぎり湯 登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2050

温泉銭湯



平成30年分の確定申告が平成31年2月18日(月)から始まります。 
 

これに向けて決算・確定申告個別相談会を開催いたします。 
 

決算・確定申告に関するご相談のある方は是非この機会をご利用ください。 
 

なお、相談会には事前に予約が必要ですので、予め電話にてご予約ください。 

登別商工会議所 
  

決算･確定申告個別相談会 

登別市中央町５丁目６番地１ 
☎0143－85－4111 

※相談は原則無料です 

登別商工会議所 
中小企業相談所 

 
 
開催日時： 平成31年2月20日(水)､22日(金)､24日(日) 
      いずれも13時～18時(事前予約制) 
開催場所： 登別商工会議所会館1階 
申込方法： 電話にて受付します(登別商工会議所 中小企業相談所まで) 
申込締切： 平成31年2月18日(月) 
持参書類： ・帳簿、月別集計表など 
(参 考)  ・過去1年分の決算書及び確定申告書の控え(所得税･消費税) 
      ・事業主のマイナンバー通知カードの写し 
      ・控除証明書のはがき 
      ・国民健康保険税･介護保険料の支払金額 
      ・自営業の他に所得がある方は､その源泉徴収票 
      ・医療費控除を受ける方はその領収書 
      ・配偶者､扶養家族の住所･生年月日･個人番号･源泉徴収票  
                                 等々 
                    その他､お気軽にお問い合わせください 

 

決算・確定申告個別相談会 開催要項 

平
成
三
十
年
度
創
業
支

援
事
業
に
伴
う
創
業
ス
ク

ー
ル
が
創
業
塾
と
し
て
昨

年
に
引
続
き
今
年
も
十
月

二
十
一
日
（
日
）
か
ら
十

二
月
二
日
（
日
）
ま
で
の

間
で
四
講
座
十
回
の
日
程

で
開
講
し
ま
し
た
。

創
業
塾
を
終
え
て

講
座
テ
ー
マ
は
経
営
・

販
路
開
拓
・
財
務
・
人
材

育
成
で
、
創
業
を
考
え
て

い
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
、

創
業
か
ら
五
年
未
満
の
方

を
対
象
と
し
、
市
内
外
十

六
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

創
業
に
対
す
る
意
欲
は
、

大
い
に
醸
成
さ
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
が
早
期
に
創
業
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

室
蘭
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　

室
蘭
税
務
署
で
は
、
次

の
と
お
り
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。

◦
開
設
期
間

　

�

平
成
三
十
一
年
二
月
十

八
日
（
月
）
～
三
月
十

五
日
（
金
）

◦
相
談
の
受
付
時
間

　

�

平
日
の
午
前
九
時
～
午

後
四
時

※�

二
月
十
五
日
（
金
）
以

前
は
、
確
定
申
告
会
場

を
開
設
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
確
定
申
告
の

ご
相
談
は
二
月
十
八
日

（
月
）
以
降
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

�　

な
お
、
会
場
の
混
雑

状
況
に
よ
り
受
付
を
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆�

申
告
書
の
作
成
は
便
利

な
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所
得
税

や
贈
与
税
な
ど
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
簡
単

に
作
成
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆�

平
成
三
十
一
年
一
月
以

降
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ

い
て

　

個
人
納
税
者
の
方
が
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
に
な

る
場
合
、
次
の
二
つ
の
方

式
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

◦�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

方
式

◦�

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方

式

　

ま
た
、「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
を

利
用
し
て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
給
与
所
得
者

（
年
末
調
整
済
み
）
で
、

医
療
費
控
除
又
は
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
寄
附
金
控

除
を
適
用
し
て
申
告
す
る

方
は
、
見
や
す
い
ス
マ
ホ

専
用
画
面
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。
詳
細
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆�

医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
添
付
を
お
忘
れ
な
く

　

医
療
費
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
は
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書

に
は
、
治
療
を
受
け
た
人

ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と

に
医
療
費
を
合
計
し
て
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

医
療
費
の
領
収
書
の
提

出
は
不
要
で
す
が
、
自

宅
で
五
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
税

務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
提
示
又
は
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。）。

◆�

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
で
す
！

　

申
告
を
す
る
方
や
扶
養

親
族
の
方
な
ど
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
記
載
し
た
申
告
書
を

提
出
す
る
都
度
、
申
告
者

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類

の
提
示
又
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
（
控
除
対
象

配
偶
者
、
扶
養
親
族
及
び

事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
は
不
要
で
す
。）。

（
本
人
確
認
書
類
の
例
）

例
１　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド

例
２　

�

通
知
カ
ー
ド
＋
運

転
免
許
証
、
公
的

医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
な
ど

◆�

法
定
調
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

平
成
三
十
年
分
の
「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
」
及
び
「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
合
計
表
」
の

提
出
は
所
轄
税
務
署
長
へ
、

「
給
与
支
払
報
告
書
（
個

人
別
明
細
書
・
総
括
表
）」

及
び
「
退
職
所
得
の
特
別

徴
収
票
」
な
ど
の
提
出
は

受
給
者
の
住
所
地
の
市
区

町
村
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
区
分

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
、
平
成
三

十
一
年
一
月
三
十
一
日

（
木
）
で
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
提
出
の

法
定
調
書
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｆ
Ｄ

・
Ｍ
Ｏ
）
で
も
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　◆�

税
金
の
ご
相
談
は
、
ま

ず
は
お
電
話
で

　

自
動
音
声
で
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
を
選
択
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
専
門
の

職
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
（
匿
名
で
も
結
構
で

す
。）。

　

ご
質
問
の
内
容
に
よ
っ

て
書
類
や
事
実
関
係
の
確

認
が
必
要
な
場
合
に
は
、

税
務
署
の
担
当
部
署
に
取

り
次
ぎ
ま
す
の
で
、
直
接

ご
相
談
の
日
時
を
予
約
で

き
ま
す
（
ご
連
絡
先
な
ど

を
お
聞
き
し
ま
す
。）。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
を

　
「
国
税
庁
」
で
検
索
！

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　

室
蘭
税
務
署

　

℡�

（
〇
一
四
三
）
二
二

－

四
一
五
一
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興和工業株式会社
強化プラスチック製品製造

代表取締役　鈴　木　高　士
〒059-0001 北海道登別市新栄町1番地12　TEL：0143-88-1101　FAX：0143-88-1104

http://www.kouwa-frp.co.jp
〒059-0592 登別市登別温泉町154

TEL0143-84-2101
http://www.nobogura.co.jp



第32回

多彩な顔ぶれがそろう当商工会議所の会員事業所を訪れ、その成り立ちや奮戦ぶりをシリーズで紹介します。

スナックニューダーリィ ５０年以上続いている老舗飲食店

▼開業して何年目ですか？
　昭和35年11月に、お店を引き継ぎました。
　当時は若輩者だったので、どう商売していったら良いかわからず、一生懸命お客様のニーズに合わせた
おもてなしを考えていました。
　お店を引き継いでから今年で58年目を迎えることができました。当初は「バーダーリィ」、後に「クラ
ブダーリィ」、そして現在「スナックニューダーリィ」と業態、名前を変えて時代のニーズに沿って商売
をしてきました。

▼業界の現状はどうですか
　現在は、飲食店街が静かになり、新規のお客さんが減り、主に常連客が中心となっていますが、ゆっく
り楽しく飲んでいただけるよう心がけています。

　また老舗で、市内飲食店組合の相談役ということもあり、同業者から様々な相談を受けています。

▼今後の展開はどうですか？
　年齢も年齢なので、そろそろ引退も視野に入れておかなければならな
いと感じていますし、孫に継いでほしい気持ちもありますが、悪化する
景況感を考えると悩みどころです。
　まずは、お客様の需要がある限りは、お店を続けていきたいと考えて
います。引き続き変わらぬご愛顧のほどよろしくお願いします。

やきとり一平幌別店 老若男女　みんなが楽しいお店

▼開店のきっかけは？
　タンカー船の乗務員として従事した後、室蘭市輪西町にて喫茶店を開業しました。
　喫茶店の常連だった石塚氏から「やきとり一平」のチェーン店化を計画しているとの話を聞き、弟子入
りしました。昭和55年12月に登別市中央町にて独立開業し、昭和63年に現在地に移転、本年で開業から40
周年を迎えました。

▼開業から現在までの思い出で印象に残っていることはありますか。
　開業当時は、この中央町界隈も賑わっており、多くの人が昼夜問わず往来していました。
　おかげさまで、夕方に開店してからお客様が途切れることなく、明朝まで営業を続けることも日常茶飯
事でした。毎日がお祭り騒ぎのようだったことを懐かしく思います。
　また、長く商売を続けていると、開業時から常連だったお客様のお子さんやそのお孫さんの世代が ３世
代にわたりご贔屓にしてくださることがあり、そのことは感慨深いものがありました。

▼セールスポイントは
　登別市、特にこの地区は、室蘭市の工場に従事する方々のベットタウンとして栄えた経緯があるため、食べ物や生活環境などは、室蘭にお住まいの方
とほぼ同一です。その環境を活かしてご当地グルメである豚肉と玉ねぎの「室蘭やきとり」を昔ながらの炭火焼にて提供しています。
　また、若い世代の女性グループやお子様連れのご家族なども来店してくださることから、気兼ねなく入りやすいお店を心がけるとともに、様々な年齢
層に対応するためのメニュー構成にしています。
　最近は、FacebookやTwitterなどのSNSや飲食店検索サイトを参考に来店するお客様もいらっしゃいます。私はSNSなど活用するどころか、意味もあ
まり理解しておりませんので、従業員やお客様にお願いして、お店の雰囲気や提供しているメニューの情報などを発信してもらっています。

▼今後の展開は？
　やきとり一平は、チェーン店ですが、各店が特色のある店構えやメニ
ューがあります。当店は、カウンターをはじめ、昔ながらの「やきとり屋」
の雰囲気をもとに、大人の社交場をイメージしています。私自身は、齢
71歳を迎え「やきとり屋」の大将として、『いつまで商売できるかな…？』
と、日々自問自答しているところですが、この古き良き文化である「室
蘭やきとり」を地域の皆様とともに守り続けていきます。

スナックニューダーリィ

やきとり一平幌別店

代表者：髙杉　昌子住　所：登別市中央町2丁目3－9電　話：85－2838営業時間　19：30～1：00

代　表：江高　才一住　所：登別市中央町4丁目2－14電　話：88－1312営業時間
　平日　　　　17時から23時まで　日曜・祝日　17時から22時まで定休日：毎週火曜日
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営業時間/AM9：00～PM6：00（土曜日はPM3：00まで）　定休日/毎週日曜日
〒059-0034 登別市鷲別町3丁目20番地5　☎ 0143-86-6155　姉 0143-86-8876

株式
会社宝山堂中島薬局
薬局：保険調剤、一般薬品、化粧品 燃料：LPガス、灯油関連機器販売・工事

北都建設株式会社
代表取締役 中 塚 　 信

〒059-0023 登別市桜木町3丁目3番地9
☎（0143）85‒6771・FAX（0143）85‒9556

特定建設業

TM

2015
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普通火災共済

安心を明日につなぐ 

総合火災共済 

相互扶助精神にもとづく、

皆様による皆様のための共済です。

自動継続ですので、

満期時の更新手続きは不要です。

家財や什器備品単独でもご契約できます。

満期返戻金があります。

新 価 共 済 特 約

主契約は「総合火災共済」と「普通火災共済」の２種類

それぞれ補償範囲（共済金お支払いの対象となる事故）が違います。

ご希望に合わせてご選択ください。

補償範囲の広い総合火災共済をおすすめします。

新価共済特約は補償金額がワイド

主契約に新価共済特約をセットすることができます。

共済金は新価（再調達価額）を基準にお支払します。

共済の種類と補償内容

〒060-0001 札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1･7

℡011-231-1322 http://www.lilac.co.jp/kasaikyosai/

登別商工会議所 ℡0143-85-4111

おおお申申申込込込みみみ・・・おおお問問問合合合わわわせせせははは

物体の落下・飛来・衝突

水濡れ、騒じょう

盗難・水災

火災、落雷、破裂・爆発

風災・雪災・ 雹
ひょう

災

««普通火災共済»»

««総合火災共済の補償範囲»»

新会員紹介

事業内容　美容業
登別市若草町 ３ －31－11
電話　83－5038
代表　杉乃森　輝美

ネイルサロン　エクラ

事業内容　警備
登別市富士町 ２ －14－ ３
電話　84－5063
代表取締役　正宗　信夫

新星警備（株）

事業内容　飲食業
登別市中央町 ２ ― ６ － ２
電話　090－7512－9708
代表　山木　紋子

飲み食い処　黄昏
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